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マグネシウム含有量が高い閃緑岩は，しばしば単純に高 Mg 安山岩と同様の成因が適応される傾向がある．しか

し，閃緑岩は深成岩であることから，苦鉄質鉱物の集積岩であると言う可能性もある．今回，我々は，九州に産す

る白亜紀の高 Mg 閃緑岩の成因を，この岩石の単斜輝石の化学組成と全岩組成の特徴から考察することを試みた． 

はじめに，高 Mg 安山岩の単斜輝石の化学組成について述べる．高 Mg 安山岩の単斜輝石は，他の非アルカリ岩

の単斜輝石に比較して，Si 含有量および Mg#が高い．単斜輝石の実験データを基に，この高 Mg 安山岩の単斜輝石

が高 Si かつ高 Mg#である原因を考察したところ，その原因は単斜輝石を晶出させるマグマの組成に強く依存して

いることが判明した． 

九州の高 Mg 閃緑岩の単斜輝石の組成は，高 Mg 安山岩のものと同様の傾向を示す．また，全岩の主成分元素は

高 Mg 安山岩の特徴を示し，微量元素のスパイダー図はこの閃緑岩が集積岩でないことを示す．これらは，高 Mg

閃緑岩のマグマ組成が高 Si かつ高 Mg であったことを示唆する．また，高 Mg 閃緑岩の微量組成は，サヌカイト質

高 Mg 安山岩の特徴を示した．このことから，我々は九州の高 Mg 閃緑岩がサヌカイト的な火成活動によりもたらさ

れたと解釈した．一般に，サヌカイト的な高 Mg 安山岩の火成活動は，若い海洋スラブの沈み込みに伴う，海洋地

殻もしくは沈み込んだ堆積物の部分融解が引き金になったと解釈されている．それゆえ，九州の高 Mg 安山岩の存

在は，九州が白亜紀の時代に若いスラブが沈み込むテクトニック環境に置かれていたことを示唆する． 

 


